
子どもたちの声を町政に
～学校訪問～
子どもたちの声を町政に
～学校訪問～

原発事故損害の追加賠償
住宅確保のための損害賠償 等
原発事故損害の追加賠償
住宅確保のための損害賠償 等
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特集 安全性は？責任の担保は？
～管理型処分場埋立計画案～
特集 安全性は？責任の担保は？
～管理型処分場埋立計画案～

●●2

ズバリ!! 町政を問う
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ズバリ!! 町政を問う
５議員が質問
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安全性は？ 　安全性は？ 　特集

平成25年12月14日
管理型処分場埋立計画案の受け入れ要請
石原環境大臣並びに根本復興大臣より、町に対して
放射性廃棄物の埋立計画案受入れの要請がある。

平成26年２月３日　全員協議会開催（１回目）
環境省の説明に対して、埋立方法の安全性を危惧する意見が
相次ぎ、不安が払しょくできないまま閉会。

平成26年４月10日　全員協議会開催（２回目）
安全性や責任の所在に明確な担保がなく、到底受け入れには
応じられない状態。議論は前回同様、平行線をたどり閉会。

国より町に対して、住民説明会開催の打診
町は、国が開催を求めている住民説明会の趣旨について、
確認する照会書を送付。

平成26年５月16日　井上副大臣　回答書持参

平成26年５月23日　全員協議会開催（３回目）
国が回答書の内容を遵守し、町民に対して丁寧な説明を
するならば、説明会の開催に異論はないと判断。

平成26年６月　住民説明会開催
各会場で町民から埋立処分計画案に反対する意見が相次ぐ。
国は、町・議会・町民の理解を得ないで計画を進めることは
ないと明言。

これまでの経緯

とみおか議会だより 179号 222

～管理型処分場埋立計画案～～管理型処分場埋立計画案～
　責任の担保は？　責任の担保は？

国は富岡町に対して、避難区域で出た１キロ当たり10万ベクレル以下の放射性廃棄物等を
町内の管理型処分場で最終埋立処分するよう要請しています。

これから富岡町の復旧・復興が加速していく中で
大きな障害となるであろうこの問題を今、真剣に考えましょう。

常
磐
自
動
車
道

富岡町

楢葉町
フクシマ
エコテック
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技術

責任

問 遮水シートやフレコンの耐久性は
答 安全性は確保される

問 施設を国有化する考えは
答 管理・監督することで対応する

問
　フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン

テ
ナ
は
想
定
さ
れ
る
上
載

荷
重
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
フ
レ
コ
ン
自
体
の
強

度
は
。

答
　環
境
省

　上
載
荷
重
が
増
加
す
れ

ば
、
既
存
の
廃
棄
物
層
の

許
容
支
持
力
も
増
加
し
ま

す
。
計
算
上
、
埋
立
完
了

時（
高
さ
約
40
ｍ
）の
既
存

廃
棄
物
層
は
、
上
載
荷
重

の
お
よ
そ
10
倍
の
支
持
力

を
も
つ
の
で
、
十
分
に
耐

え
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　フ
レ
コ
ン
が
破
れ
る
の

は
横
の
面
に
力
が
加
わ
っ

た
時
で
す
が
、
今
回
使
用

す
る
高
さ
50
セ
ン
チ
、
幅

１
５
０
セ
ン
チ
の
フ
レ
コ

ン
は
構
造
上
、
横
の
面
に

力
が
加
わ
ら
ず
に
、
下
に

伝
わ
る
の
で
、
破
れ
る
こ

と
は
な
い
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

問
　比
重
の
軽
い
廃
棄

物
層
の
上
に
比
重
の
重
い

セ
メ
ン
ト
固
形
化
廃
棄
物

を
載
せ
れ
ば
、
す
べ
り
や

崩
れ
が
お
き
る
の
で
は
。

答
　環
境
省

　ジ
オ
グ
リ
ッ
ド
敷
設
工

法
に
よ
り
既
存
廃
棄
物
層

の
補
強
を
行
な
い
ま
す
。

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
等
の
繊
維

で
形
成
さ
れ
た
格
子
状
の

シ
ー
ト
を
敷
設
す
る
こ
と

で
、
そ
の
張
力
に
よ
っ
て

せ
ん
断
破
壊
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
摩
擦
力
に

よ
っ
て
不
等
沈
下
を
抑
制

し
、
地
盤
支
持
力
の
平
滑

化
と
向
上
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
現
在
上
流
側
区

域
の
既
存
廃
棄
物
層
の
上

面
で
平
板
載
荷
試
験
を
実

施
し
、
十
分
な
支
持
力
が

あ
る
か
検
証
し
ま
す
。

問
　フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ

ク
を
買
い
取
る
考
え
は
。

答
　環
境
省

　汚
染
廃
棄
物
の
処
分
に

つ
い
て
は
、
国
の
責
任
で

あ
る
と
と
も
に
、
指
導
・

監
督
す
る
権
限
を
有
し
て

い
ま
す
。
法
的
強
制
力
の

あ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
施
設

自
体
を
買
い
取
ら
な
く
て

も
国
の
事
業
と
し
て
実
施

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　民
間
の
施
設
と
は
い
え
、

国
が
事
実
上
管
理
す
る
施

設
に
な
る
の
で
、
フ
ク
シ

マ
エ
コ
テ
ッ
ク
が
事
業
継

続
不
可
能
に
な
っ
た
場
合

も
含
め
、
最
後
ま
で
国
が

責
任
を
も
っ
て
適
切
に
管

理
し
ま
す
。

　ま
た
、
万
が
一
の
事
故

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
国

が
全
て
の
責
任
を
負
い
ま

す
。

特 集

フレキシブルコンテナ敷き詰め作業
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安全

選定

問 埋立処分による危険性は
答 周辺環境に影響は与えない

問 フクシマエコテックを選定した理由は
答 地理的に近く、管理状態も良好なため

問
　中
通
り
の
管
理
型

処
分
場
は
候
補
に
あ
が

ら
な
か
っ
た
の
か
。

答
　環
境
省

　福
島
県
内
の
管
理
型
処

分
場
は
フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ

ク
含
め
、
12
カ
所
あ
り
ま

す
が
、
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
検
討
し
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
双
葉
郡
か

ら
出
る
放
射
能
汚
染
廃
棄

物
の
量
が
多
い
こ
と
や
地

理
的
な
面
、
管
理
状
態
の

面
か
ら
適
当
で
あ
る
と
判

断
し
、
活
用
の
要
請
を
し

ま
し
た
。

問
　他
県
で
は
放
射
能

汚
染
廃
棄
物
の
処
分
場

は
国
有
地
の
山
中
を
予

定
地
と
し
て
い
る
が
。

答
　環
境
省

　他
県
に
つ
い
て
は
、
処

分
量
的
に
少
な
い
こ
と
、

10
万
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る

放
射
能
汚
染
廃
棄
物
も

問
　埋
め
立
て
ら
れ
た
既

存
の
廃
棄
物
の
上
に
、
放

射
能
汚
染
廃
棄
物
を
埋
め

立
て
る
こ
と
の
危
険
性
は
。

答
　環
境
省

　５
月
17
日
に
行
わ
れ
た
県

の
技
術
検
討
会
に
お
い
て
、

十
分
な
支
持
力
が
確
保
さ
れ
、

補
強
対
策
も
評
価
で
き
る
と

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
　セ
メ
ン
ト
固
形
化
を

実
施
し
た
方
が
安
全
で
は
。

答
　環
境
省

　放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
溶

出
が
比
較
的
多
い
焼
却
灰

に
つ
い
て
は
セ
メ
ン
ト
固

形
化
を
実
施
し
ま
す
。

　な
お
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
溶
出
の
少
な
い
主
灰
等

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
調
査

で
は
、
セ
メ
ン
ト
固
形
化
が

必
須
で
あ
る
と
い
う
結
果

は
で
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
必

要
で
あ
れ
ば
セ
メ
ン
ト
固
形

化
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

処
分
対
象
と
す
る
こ
と
か

ら
、
小
さ
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
の
処
分
場
を
新
規

に
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
条
件
の
も
と
、
国

有
地
で
比
較
的
人
口
が
少

な
い
土
地
が
候
補
地
と

な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

問
　本
県
は
な
ぜ
こ
れ

か
ら
住
民
が
帰
還
し
よ
う

と
す
る
富
岡
町
の
施
設
を

選
定
し
た
の
か
。

答
　環
境
省

　福
島
の
復
旧
・
復
興
を

進
め
て
い
く
上
で
、
放
射

能
汚
染
廃
棄
物
の
処
分
は

早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
富
岡
町

に
受
け
入
れ
の
要
請
を
し

ま
し
た
。

答
　県

　国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

現
在
、
国
・
県
・
町
の
三
者

で
協
議
を
重
ね
て
い
る
段

階
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　汚
染
廃
棄
物
に
対

す
る
安
全
協
定
は
。

答
　環
境
省

　既
に
締
結
し
て
い
る
楢

葉
町
と
の
間
の
公
害
防
止

協
定
を
遵
守
す
る
と
と
も

に
、
地
元
住
民
だ
け
で
な

く
、
も
み
じ
川
下
流
域
の

住
民
等
、
影
響
が
考
え
ら

れ
る
事
項
を
検
証
し
、
関

係
者
と
協
議
し
ま
す
。

　そ
の
上
で
当
該
町
と
新

た
な
公
害
防
止
協
定
を
結

び
ま
す
。

問
　放
射
能
汚
染
廃
棄
物

を
埋
立
処
分
し
た
際
に
周

辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
。

答
　環
境
省

　災
害
廃
棄
物
安
全
評

価
検
討
会
で
安
全
評
価
を

行
な
っ
た
結
果
、
周
辺
の

最
大
追
加
被
ば
く
線
量
は

年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
大
幅
に
下
回
る
評
価
と

な
り
ま
し
た
。
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 錯
さ く そ う

綜 す
     それぞ 議会

　当
然
町
民
に
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
が
、
現
時
点
で
は
国
の
要

請
を
受
け
た
だ
け
で
、
一
歩
も

歩
み
寄
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

町
民
に
説
明
会
を
開
い
て
も

混
乱
す
る
だ
け
だ
と
考
え
る
。

も
う
少
し
国
と
の
話
し
合
い

を
し
、
あ
る
程
度
の
道
筋
が

見
え
た
時
点
で
町
民
に
説
明

し
、
意
見
を
聞
い
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
。

　こ
の
ま
ま
で
は
、
説
明
会
を

開
い
た
こ
と
を
免
罪
符
に
、
な

し
崩
し
的
に
要
請
受
諾
を
迫

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
危
険
だ
。

　福
島
県
の
復
旧
・
復
興

を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
は
、

今
も
増
え
続
け
る
膨
大

な
量
の
放
射
性
廃
棄
物

を
早
急
に
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
は
理
解

し
て
い
る
。

　た
だ
、
な
ぜ
フ
ク
シ
マ

エ
コ
テ
ッ
ク
を
活
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

管
理
状
態
が
良
好
な
既
存

の
施
設
が
あ
る
か
ら
、
そ

れ
を
活
用
す
れ
ば
よ
い
と

い
う
簡
単
な
話
で
は
な
い
。

　当
該
施
設
は
富
岡
町

で
も
線
量
の
低
い
地
域
に

あ
る
。
そ
こ
に
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
が

あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

帰
還
を
目
指
す
当
町
に

と
っ
て
、
大
き
す
ぎ
る
足

か
せ
に
な
る
。

　30
年
後
に
県
外
に
移

設
さ
れ
る
中
間
貯
蔵
施

設
で
は
な
い
。
永
久
的
に

そ
の
場
に
残
る
最
終
処
分

場
な
の
だ
。

　埋
め
立
て
時
の
表
面
支

持
力
、
フ
レ
コ
ン
や
遮
水

シ
ー
ト
の
耐
久
性
な
ど
、

試
験
的
に
は
安
全
性
は
保

た
れ
る
の
だ
ろ
う
。
計
算

上
は
１
０
０
年
後
も
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
と
国
は
言
う
。

　た
だ
私
た
ち
富
岡
町
民

は
、
そ
の
計
算
さ
れ
た
安

全
に
一
度
裏
切
ら
れ
て
い

る
。
起
こ
る
は
ず
の
な
い

こ
と
が
起
こ
っ
た
時
の
怖

さ
を
誰
よ
り
も
肌
で
感
じ

て
い
る
私
た
ち
が
、
も
う
一

度
計
算
さ
れ
た
安
全
を
信

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　こ
れ
か
ら
の
富
岡
町
の

行
く
末
を
左
右
す
る
こ
の

問
題
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
町
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
問
題
で
あ
る
と

考
え
る
。

特 集
「町民への説明＝なし崩し的に認めること」につながる不安

富岡町の玄関口ともいえる場所に
最終処分場をおくことは断固反対！

【住民説明会開催を了承】
議会としては、国の埋立処分計画案に対する説明には納得していない
ものの、町民に現状を知らせる場は必要であると判断。
町が提出した説明会を開く上での確認事項を国が遵守するのであれば、
説明会の開催を了承するとの決断を下しました。
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 する
ぞ れの思い 町

《町の確認事項（要旨）》
１. 住民説明会は現行の埋立計画案を町民に説明し、意見を把握するために開催するもので、

活用受入れの判断とは別のものであること。
２. 当該施設の活用については、町及び議会の意見を丁寧に確認し、国が一方的に進めること

はしないこと。

《国の回答（要旨）》
確認事項については貴見のとおりである。
さらに次のことを約束する。
●地下水及び大気中の浮遊粉じんの放射能濃度の連続モニタリングを実施する。
●支持力を維持するための対応策を検討し、県の技術検討会のチェックを受けた上で、速やか

に提示する。
●町と協定を締結し、万が一、フクシマエコテックが事業継続不可能になった場合を含め、国が

最後まで責任をもって処分場を適切に管理することを明記する。

住
民
説
明
会
の
趣
旨
を
明
確
に井上副大臣から回答書を受領

　平
成
26
年
５
月
16
日

井
上
信
治
環
境
副
大
臣

よ
り
、フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ

ク
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
特

定
廃
棄
物
埋
立
処
分
計

画
に
係
る
住
民
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て
、
回
答

書
を
受
領
し
ま
し
た
。

　こ
れ
は
町
が
国
に
対

し
て
、
住
民
説
明
会
の

趣
旨
に
つ
い
て
確
認
を
求

め
て
い
た
も
の
で
、
今
後

開
か
れ
る
説
明
会
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

　国
か
ら
フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ

ク
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

と
し
て
使
用
し
た
い
と
い
う

申
し
入
れ
が
あ
っ
て
か
ら
数

カ
月
が
経
過
し
た
。

　町
は
、
町
民
に
対
し
て
こ

れ
ま
で
の
経
緯
と
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
て

い
く
の
か
、
説
明
す
る
責
任

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
町
民
は
こ
の
件
に
関

し
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
か
、
お
互
い
の
意
思
確
認
を

す
る
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町民への説明責任を果たす必要がある
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人事案件・税条例改正・専決処分を承認

補正予算

月
定
例
会
例
会

６６６
月
定
月
６
月
定
月
定
例
定
例
会
例
会

たたたた
し
たた
し
た
し
たた

ま
し
たた

ま
しし

決
ま
り
ま
し

決決

な
こ
と
が
決

こ
ん
なななな
んんん
こ
んん
こ
ん
こ
ん
ここ
ん
こ
んん
こここここ
ん
な
んんん
な
ん
ななな
ん
な
こ
と
が
決決決
が
決
まま
り
ま
り

決
ま
り
ま
り
ままま
り
ま
し
た
ししししし
た
し
たたたた

６
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

６
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　固
定
資
産
評
価
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
冨
沢
真

澄
さ
ん
を
適
任
で
あ
る
と
全

会
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。

　任
期
は
平
成
26
年
7
月

１
日
か
ら
の
３
年
間
で
す
。

　人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
佐

藤
晴
美
さ
ん
を
適
任
で
あ

る
と
全
会
一
致
で
決
議
し

ま
し
た
。

　任
期
は
平
成
26
年
10
月

１
日
か
ら
の
３
年
間
で
す
。

　国
民
健
康
保
険
法
施

行
令
の
一
部
改
正
と
平
成

26
年
度
課
税
額
算
定
に

伴
い
、
改
正
し
ま
し
た
。

　な
お
、
本
町
に
お
い
て

は
、
原
発
事
故
に
伴
う
避

難
指
示
に
よ
り
、
今
年
度

も
引
き
続
き
全
額
課
税
免

除
と
な
り
ま
す
。

　７
月
15
日
申
請
受
付
に

向
け
た
事
務
諸
経
費
や
シ

ス
テ
ム
改
修
費
等
の
増
額

補
正
の
専
決
処
分
に
つ
い

て
、
全
会
一
致
で
承
認
し

ま
し
た
。

人
事
案
件

人
事
案
件

税
条
例
改
正

税
条
例
改
正

専
決
処
分
を
承
認

専
決
処
分
を
承
認

人
権
擁
護
委
員
を
選
任

固
定
資
産
評
価
委
員
を
再
任

平
成
26
年
度

国
民
健
康
保
険
税
額
を

算
定

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
給
付

佐藤　晴美さん
（新町行政区） 

冨沢　真澄さん
（小浜行政区）

一般会計一般会計

《総額109億4872万円に》

歳
入（
収
入
）の

 

主
な
も
の

歳
出（
使
い
み
ち
）の

 

主
な
も
の

◇
い
わ
き
地
区

 
施
設
整
備
費

 
９
５
６
９
万
円

　い
わ
き
市
の
新
た
な
拠

点
と
な
る
平
北
白
土
地
内

約
７
千
㎡
の
土
地
を
賃
借

し
ま
す
。

◇
農
地
等

 

維
持
修
繕
事
業
費

 

１
億
１
０
９
８
万
円

　防
火
対
策
と
し
て
、
草

木
が
繁
茂
し
て
い
る
町
内

農
地
の
一
部
を
除
草
し
ま
す
。

　ま
た
、
主
要
道
路
近
辺
の

交
通
の
妨
げ
に
な
る
草
木
の

伐
採
、
除
草
を
行
な
い
ま
す
。

◇
工
業
団
地
事
業
費

 

１
億
２
２
３
０
万
円

　赤
木
地
区
工
業
団
地
の

用
地
法
面
及
び
側
溝
に
崩

落
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、

貸
与
用
地
の
安
全
確
保
の
た

め
の
補
修
を
行
な
い
ま
す
。

補正予算の  

ここに注目！
補正予算の  

ここに注目！

◇
災
害
復
旧
費

 

国
庫
委
託
金

 

２
億
３
３
２
８
万
円

　町
へ
の
早
期
帰
還
に
向

け
た
事
業
に
対
す
る
取
り

組
み
の
加
速
化
を
推
進
す

る
た
め
に
、
国
よ
り
受
け

た
委
託
金
で
す
。

◇
原
子
力
事
故
損
害

 

賠
償
金

 

１
億
８
５
７
万
円

　原
子
力
事
故
に
よ
り
町

が
被
っ
た
損
害
を
東
京
電

力
㈱
に
対
し
て
賠
償
請
求

し
た
も
の
の
う
ち
、
同
意

書
を
送
付
し
、
賠
償
額
が

確
定
し
た
も
の
で
す
。
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議会と町民の意見が一致

【説明会での主な意見】
◆埋立処分計画自体への反対

◆富岡町の中でも低線量地域に立地する施設を活用することへの異論
　・住民の帰還に対する不安　　　　　　　・風評被害に対する懸念

◆施設を国有化しないことへの疑問
　・施設の買い取りをしないことへの不信　  ・委託による事業実施に対する懸念

◆埋立処分及び施設管理に対する不安
　・地震発生時の対応に対する不信　　　　・モニタリング調査等に対する懸念

町民から厳しい意見がとぶ（ビッグパレットふくしま）

　平成26年６月、管理型処分場埋立計画案に係る住民説明会が県内外の会場で
開催されました。
　会場には多くの町民がつめかけ、富岡町に帰還する上での判断材料にしようと、
国の説明に真剣に耳を傾けていました。

富岡町の未来を考える
管理型処分場埋立計画案 住民説明会

富岡町の未来を考える
管理型処分場埋立計画案 住民説明会

　説明会時に出された町民の意
見は、これまで議会で議論して
きた問題とおおむね同じでした。
　今後、議会として、この埋立
処分計画を国が一方的に進める
ことがないよう、注意深く監視
します。
　町に対しても、国に提出した
埋立処分計画案についての確認
事項『町及び議会の意見を丁寧
に確認すること』を間違いなく国
に遵守させるように強く要望し
ます。

特 集



一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。

■ 安藤 正純 議員 ……………………………………………………12
 １．賠償上乗せ ADR 申し立てについて　　２．原子力発電所所在町情報会議の開催について

 ３．共同墓地造成の依頼について

■ 遠藤 一善 議員 …………………………………………13
 １．道路網整備について　２．町外役場機能施設について

■ 早川 恒久 議員 ………………………………14
　　１．事業再開の支援について

■ 渡辺 英博 議員 ………………………15
　　１．フクシマエコテッククリーンセンターの活用について

 ２．賠償について

■ 黒澤 英男 議員……………16
　　１．特定廃棄物埋立最終処分する計画案について

  ２．富岡町民全員一律賠償実現に向けた活動 
 と浪江町の賠償上乗せADR申し立てについて

ズバリ

うを

一般質問

６月定例会の一般質問に５議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

５議員が
質　問

動画配信中！

2

1

3

4

5
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公益に関わる意見書　採択

○請願者
　司法書士　渡辺　和則

○紹介議員
　早川　恒久　議員

○採択結果
　全会一致・原案可決

○提出先
　衆議院議長
　参議院議長
　内閣総理大臣
　文部科学大臣
　復興大臣
　経済産業大臣

【富岡町民全員一律賠償を求める意見書】

町民全員の一律賠償を

【要旨】
　福島第一原子力発電所事故より、富岡町民全員が避難を余儀なく
され、過酷な避難生活を送りながら、移住や長期避難のための生活
再建を目指している。
　しかし、事故後の不公平な賠償手続きによって、現在住民間に大
きな不満が生じ、賠償格差による分断がおきている。
　未だに誰１人町に帰還できていない現状を考えれば、中間指針第四
次追補にいう「長年住み慣れた住居及び地域が見通しのつかない長期
間にわたって帰還不能となり、そこでの生活の断念を余儀なくされた
精神的賠償等」は、富岡町においては住民全てに共通の損害と言える。
　このような富岡町固有の特殊事情と現在も避難を続けている住民の
窮状を踏まえ、政府に対し下記の事項を必ず実現するよう強く求める
ものである。

帰還困難区域、居住制限区域、避難指示解除準備区域の別に
かかわらず、町民全員一律の賠償手続きがなされること。
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遠藤 一善 議員

問

答

常磐道・６号国道の４車線化を
整備実現に向けて国、県等へ強く要望

問
　道
路
整
備
は
郡
内

首
長
と
連
携
を
と
っ
て
要

望
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　町
長

　富
岡
と
郡

山
を
結
ぶ
高
規
格
道
路

も
含
め
、
今
後
の
重
要

な
課
題
で
す
の
で
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
て
提
言
を

し
て
い
き
ま
す
。

問
　復
興
・
再
生
に
向
け
、

常
磐
自
動
車
道
及
び
国

道
６
号
線
の
４
車
線
化
、

富
岡
｜
郡
山
間
の
高
速

道
路
整
備
、
県
道
小
野

富
岡
線
の
拡
幅
整
備
が

早
急
に
必
要
と
考
え
る

が
。

答
　町
長

　現
在
南
北

へ
の
縦
断
道
路
の
確
保
と

し
て
、
常
磐
道
の
早
期

全
線
開
通
、
避
難
路
と

し
て
活
用
で
き
る
緊
急

開
口
部
の
設
置
、
６
号

国
道
の
４
車
線
化
実
現

に
向
け
て
国
等
に
要
望

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
西
へ
の
横
断

道
路
の
確
保
と
し
て
、

県
道
小
野
富
岡
線
を
平

成
32
年
度
の
完
成
を
目

指
し
整
備
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

問
　速
や
か
に
役
場
機

能
を
回
復
す
る
施
設
を

県
内
外
に
設
置
す
る
避

難
計
画
を
定
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
　町
長

　安
全
で
速

や
か
な
避
難
が
出
来
る

避
難
計
画
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。
県
の
防
災

計
画
見
直
し
案
に
お
い

て
は
、
当
町
の
避
難
先

は
郡
山
市
と
さ
れ
て
お

り
、
役
場
機
能
も
郡
山

市
と
考
え
て
い
ま
す
。

　県
内
避
難
で
は
十
分

で
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
県
外
施

設
に
つ
い
て
は
、
国
、
県

及
び
受
け
入
れ
自
治
体

と
協
議
検
討
致
し
ま
す
。

答
　生
活
環
境
課
長

　県
外
の
施
設
と
し
て

は
、
友
好
都
市
の
杉
戸

町
、
防
災
協
定
の
品
川

区
・
さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
で

の
13
市
町
村
等
と
の
協

議
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

常磐道混雑状況

震災直後に設けられた
杉戸町役場内富岡町民緊急連絡所

　

 

県
外
に
も
役
場
機
能
回
復
施
設
を
持
つ
避
難
計
画
の
策
定
を

　

 

施
設
建
設
が
可
能
か
を
検
討
し
前
向
き
に
進
め
る

問答
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問

答

ADR和解案に対する町の対応は
指針の見直しを国等に要望する

問
　浪
江
町
の
賠
償
上

乗
せ
A
D
R
和
解
案
に
対

す
る
町
の
考
え
と
対
応
は
。

答
　町
長

　浪
江
町
に

示
さ
れ
た
和
解
案
は
、
被

害
の
実
態
に
見
合
っ
た
賠

償
の
実
現
に
向
け
て
非
常

に
有
効
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
多
く
の
被

害
者
に
共
通
す
る
損
害
に

つ
い
て
は
、
A
D
R
に
申
し

立
て
た
被
害
者
の
み
で
な

く
、
同
様
の
損
害
を
受
け

た
被
害
者
全
て
に
平
等
な

賠
償
が
受
け
ら
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　町
と
し
て
は
、
今
後
と

も
原
子
力
損
害
賠
償
紛

争
審
査
会
、
経
済
産
業

省
及
び
東
京
電
力
㈱
に

対
し
て
、
全
て
の
被
害
者

に
不
公
平
を
生
ず
る
こ
と

な
く
、
被
害
者
の
現
状
を

反
映
さ
せ
た
賠
償
基
準
と

な
る
よ
う
、
指
針
の
見
直

し
と
早
期
の
支
払
い
実
施

に
向
け
、
要
望
活
動
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　こ
れ
ま
で
示
さ
れ

た
賠
償
指
針
の
本
質
を

精
査
し
、
全
て
の
被
害
町

村
が
一
丸
と
な
っ
て
、
さ

ら
な
る
追
加
賠
償
を
勝

ち
取
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

答
　副
町
長

　指
針
が

出
て
終
わ
り
と
い
う
こ
と

で
は
決
し
て
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
指
針
が
出
て
、

基
準
が
出
て
、
さ
ら
に
個

別
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

出
て
く
る
の
を
町
と
し
て
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
適

切
に
対
応
す
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

　そ
の
中
で
、
富
岡
町
単

独
で
動
い
て
も
な
か
な
か

難
し
い
の
で
、
各
町
村
間

の
横
の
つ
な
が
り
を
密
に

し
、
共
通
課
題
と
し
て
見

え
て
き
た
も
の
を
町
と
し

て
当
然
賠
償
さ
れ
て
し
か

る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
の

も
と
国
に
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問
　原
発
事
故
以
前
は

原
発
立
地
四
町
か
ら
地

域
住
民
が
各
五
名
ず
つ

情
報
会
議
に
参
加
し
、

東
電
・
国
・
県
に
対
し
て

疑
問
を
ぶ
つ
け
る
機
会

が
あ
っ
た
。

　そ
の
よ
う
な
会
議
を

開
催
す
る
べ
き
で
は
。

答
　町
長

　情
報
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
、
所
在

四
町
協
議
会
の
中
で
提

案
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

原
発
事
故
前
と
は
大
き

く
状
況
が
変
わ
っ
た
た
め
、

開
催
の
要
否
を
今
後
も

継
続
的
に
協
議
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

問
　政
府
の
全
員
帰
還

か
ら
移
住
支
援
政
策
へ
の

転
換
に
よ
り
、
移
住
す
る

町
民
が
増
え
て
い
る
。

　そ
の
際
に
墓
地
の
確

保
が
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
が
支
援
策
は
。

答
　町
長

　現
段
階
で

は
支
援
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　今
後
、
墓
地
移
転
に

対
す
る
明
確
な
賠
償
の

方
法
が
示
さ
れ
、
移
転

希
望
者
が
増
え
た
際
に
は
、

寺
院
の
会
と
墓
地
の
現
状

や
移
転
に
対
す
る
考
え

方
を
確
認
し
、
支
援
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

安藤 正純 議員

　

 

原
子
力
発
電
所

　

 

所
在
町
情
報
会
議
を
開
催
せ
よ

　

 

開
催
に
つ
い
て
継
続
的
に
協
議
す
る

問答
　

 

共
同
墓
地
の
確
保
に
対
す
る
支
援
策
は

　

 

寺
院
の
会
と
連
携
し
、

　

 

今
後
の
支
援
策
を
検
討
す
る

問答

下村文部科学大臣に要望書を手渡す
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渡辺 英博 議員

　

 

第
四
次
追
補
の
対
象
と

　

 

な
ら
な
い
町
民
へ
の
対
策
は

　

 

様
々
な
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
よ
う
求
め
る

問答

　

 

町
内
一
律
賠
償
に
向
け
て
町
の
対
応
は

　

 

賠
償
格
差
が
改
善
さ
れ
る
よ
う

　

 

強
く
要
望
す
る

問答

問

答

管理型処分場埋立計画案に対する町の考えは
安全面等の説明が不十分であり検討が必要

問
　財
物
賠
償
に
お
い

て
、
新
た
に
土
地
家
屋

を
求
め
る
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
さ
な
い
町
民
は
、

第
四
次
追
補
の
対
象
と

な
ら
な
い
が
、
そ
の
対

策
は
。

答
　町
長

　住
宅
確
保

損
害
に
よ
っ
て
積
算
し

た
賠
償
上
限
額
を
も
っ

て
、
復
興
公
営
住
宅
の

家
賃
や
老
人
ホ
ー
ム
の

入
居
費
用
に
充
て
た
り
、

帰
還
の
場
合
の
住
宅
修

繕
費
用
に
充
て
る
こ
と

も
可
能
と
す
る
な
ど
、

あ
る
程
度
の
幅
を
持
っ

た
対
応
が
な
さ
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　今
後
の
請
求
開
始
に

向
け
、
東
京
電
力
㈱
に

対
し
て
は
様
々
な
ケ
ー

ス
に
も
し
っ
か
り
と
対

問
　環
境
省
は
10
万
ベ

ク
レ
ル
以
下
の
特
定
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
と

し
て
、
フ
ク
シ
マ
エ
コ

テ
ッ
ク
を
活
用
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
る
が

町
の
考
え
は
。

答
　町
長

　こ
れ
ま
で

環
境
省
よ
り
町
及
び
議

会
に
お
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
が
、
安
全
面

や
管
理
体
制
を
は
じ
め

と
す
る
課
題
や
懸
念
等

に
十
分
な
説
明
を
受
け

て
い
る
と
は
言
え
ず
、
引

き
続
き
更
な
る
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　今
後
、
議
会
、
行
政

区
長
会
、
町
民
説
明
会

で
い
た
だ
い
た
意
見
を

集
約
し
、
国
の
考
え
を

再
度
、
町
及
び
議
会
に

説
明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
議
会

と
相
談
し
な
が
ら
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

応
す
る
よ
う
、
確
認
や

改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

問
　第
四
次
追
補
に
か

か
わ
ら
ず
、
隣
接
町
村

や
国
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
賠
償
の
底
上
げ
を

は
か
る
考
え
は
。

答
　町
長

　今
の
賠
償

そ
の
も
の
が
、
町
民
間
の

分
断
の
引
き
金
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　町
と
し
て
は
格
差
を

少
し
で
も
是
正
で
き
る

よ
う
、
あ
る
い
は
賠
償
の

底
上
げ
が
で
き
る
よ
う
、

要
望
、
要
求
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　町
内
一
律
賠
償
に

対
す
る
町
の
考
え
と
今

後
の
対
応
は
。

答
　町
長

　精
神
的
損

害
の
一
括
賠
償
が
帰
還

困
難
区
域
に
限
定
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
町
民

間
に
不
公
平
感
や
分
断

を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
は

残
念
な
こ
と
で
す
。

　こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

４
月
の
東
京
電
力
數
土

会
長
へ
の
要
望
の
ほ
か
、

大
島
自
民
党
復
興
加
速

化
本
部
長
の
町
内
視
察

の
際
に
避
難
区
域
の
見

直
し
に
よ
り
、
道
路
一
本

隔
て
て
大
き
な
賠
償
格

差
が
生
じ
て
い
る
現
状

な
ど
を
伝
え
、
政
権
与

党
と
し
て
政
府
へ
の
提

言
に
盛
り
込
む
な
ど
、

よ
り
柔
軟
な
対
応
を
行

な
う
よ
う
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　今
後
と
も
機
会
が
あ

る
ご
と
に
、
賠
償
格
差

が
改
善
さ
れ
る
よ
う
求

め
て
い
き
ま
す
。

道路一本隔てて区域が異なる
現状を大島本部長に説明
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早川 恒久 議員

問

答

町内で事業再開を希望する事業者の支援策は
町独自の事業再開支援補助事業の活用を促進

問
　グ
ル
ー
プ
補
助
金

は
事
業
費
の
４
分
の
３

を
補
助
す
る
制
度
で
あ

る
が
、
事
業
再
開
に
出

お
く
れ
た
事
業
者
、
自

立
し
て
再
開
が
で
き
な

い
事
業
者
に
対
し
て
、

町
と
し
て
グ
ル
ー
プ
補

助
金
を
利
用
し
や
す
く

要
望
す
べ
き
で
は
。

答
　町
長

　グ
ル
ー
プ

補
助
金
等
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
公
募
要
件
な
ど
の

緩
和
が
望
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
伺
っ
て
お
り
、
要
件

の
緩
和
や
該
当
業
種
の

拡
大
を
要
望
し
て
い
ま

し
た
。

　今
後
も
、
イ
ン
フ
ラ
等

の
復
旧
状
況
を
見
な
が

ら
、
多
く
の
方
が
事
業

再
開
で
き
る
よ
う
実
態

把
握
に
努
め
、
補
助
要

問
　町
内
で
事
業
再
開

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
町
と
し
て
再
開

希
望
の
事
業
者
を
救
済

す
る
支
援
策
は
。

答
　町
長

　支
援
策
と

し
て
は
、
県
で
行
わ
れ
て

い
る
中
小
企
業
向
け
復

旧
・
復
興
支
援
策
が
あ

り
ま
す
が
、
公
募
要
件

を
満
た
せ
な
い
、
該
当
し

な
い
な
ど
の
状
況
が
あ
り

ま
す
。

　そ
の
た
め
、
本
町
で
は
、

公
募
要
件
を
満
た
せ
な

か
っ
た
事
業
者
に
、
富
岡

町
被
災
事
業
者
等
再
開

支
援
補
助
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

　多
く
の
方
々
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
ま
す
。

件
の
緩
和
や
継
続
的
な

支
援
を
福
島
県
商
工
会

連
合
会
と
連
携
し
な
が

ら
要
望
し
ま
す
。

問
　新
た
な
グ
ル
ー
プ

の
設
立
支
援
及
び
、
既

存
の
グ
ル
ー
プ
に
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
商
工
会
と
連
携
し
て

支
援
す
べ
き
で
は
。

答
　産
業
振
興
課
長

　既
存
の
グ
ル
ー
プ

に
新
た
な
事
業
所

を
組
み
込
む
こ
と
が

難
し
い
こ
と
は
理
解

し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
救
済
す
る
た
め

に
も
支
援
策
を
商

工
会
、
県
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

問
　町
内
で
の
事
業
再

開
の
許
可
に
つ
い
て
、
町

を
通
し
て
国
と
協
議
を

進
め
て
許
可
す
る
と
い

う
ケ
ー
ス
と
、
町
を
通

さ
ず
に
国
が
民
間
の
事

業
者
に
対
し
直
接
許
可

を
出
す
ケ
ー
ス
と
統
一
性

が
な
い
が
町
の
考
え
は
。

答
　町
長

　事
業
再
開

に
つ
い
て
は
内
閣
府
方
針

に
よ
り
、
地
域
の
雇
用
の

維
持
、
創
出
に
必
要
な

事
業
、
復
旧
作
業
等
に

必
要
と
な
る
事
業
に
該

当
す
る
事
業
者
が
、
内

閣
府
と
協
議
の
も
と
に

本
町
で
も
13
社
が
認
め

ら
れ
て
い
る
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　除
染
、
公
的
イ
ン
フ
ラ

復
旧
は
、
原
子
力
災
害

対
策
特
措
法
に
基
づ
い
て
、

国
が
直
接
許
可
を
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
町

も
的
確
に
情
報
を
共
有

し
協
議
の
場
を
持
ち
、

異
論
の
な
い
よ
う
事
業

再
開
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

町
内
で
の
事
業
再
開
許
可
に

　

 

統
一
性
が
な
い
の
で
は

　

 

国
と
情
報
共
有
し
事
業
再
開
を
進
め
る

問答

　

 

グ
ル
ー
プ
補
助
金
を
利
用
し
や
す
く

　

 

な
る
よ
う
支
援
す
べ
き
で
は

　

 

商
工
会
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る

問答

仮設で営業している四倉工業団地内の町内事業者
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黒澤 英男 議員

問

答

特定廃棄物埋立最終処分計画案への対応は
説明会での意見をふまえ、議会と相談しながら対応

改
め
て
引
き
出
し
、
今

後
の
議
論
へ
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

問
　フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ

ク
の
活
用
に
つ
い
て
、
行

政
区
長
会
、
住
民
説
明

会
で
は
ど
の
よ
う
な
意

見
が
だ
さ
れ
た
の
か
。

答
　町
長

　行
政
区
長

会
、
住
民
説
明
会
で
の

意
見
は
、

•
低
線
量
地
域
の

　施
設
活
用
の
必
要
性

•
国
有
化
の
明
確
化

•
風
評
被
害

•
安
全
管
理

•
施
設
の
管
理

等
で
議
会
で
出
て
い
る
意

見
や
懸
念
と
お
お
む
ね

同
じ
意
見
で
す
。

問
　町
内
の
管
理
型
処

分
場「
フ
ク
シ
マ
エ
コ

テ
ッ
ク
」を
活
用
し
10
万

ベ
ク
レ
ル
以
下
の
特
定

廃
棄
物
埋
立
最
終
処
分

す
る
計
画
案
は
町
民
か

ら
風
評
被
害
、
安
全
性

を
懸
念
す
る
声
が
上

が
っ
て
い
る
が
。

答
　町
長

　行
政
区
長

会
及
び
町
民
説
明
会
で

の
意
見
を
ふ
ま
え
、
議

会
と
し
っ
か
り
相
談
し

な
が
ら
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　帰
還
困
難
区
域
に

何
重
も
の
安
全
対
策
を

講
じ
た
新
し
い
施
設
を

つ
く
る
よ
う
環
境
省
に

要
請
し
て
は
。

答
　副
町
長

　住
民
説

明
会
で
の
意
見
を
集
約

し
、
懸
念
事
項
を
国
に

投
げ
か
け
ま
す
。
そ
こ

で
出
る
国
の
考
え
方
を

問
　原
子
力
賠
償
紛
争

審
査
会
か
ら
示
さ
れ
た

中
間
指
針
第
四
次
追
補
、

及
び
そ
の
後
の
東
京
電

力
㈱
の
賠
償
手
続
き
に

お
い
て
、
区
域
に
よ
っ
て

著
し
く
不
平
等
な
賠
償

手
続
き
が
行
わ
れ
、
住

民
間
に
大
き
な
不
満
と

分
裂
が
生
じ
て
い
る
。
こ

の
た
め
住
民
主
体
で「
富

岡
町
民
一
律
賠
償
」を
求

め
る
署
名
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
現
状
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　町
長

　中
間
指
針

第
四
次
追
補
で
示
し
た

帰
還
困
難
区
域
の
お
か

れ
て
い
る
背
景
に
よ
っ
て
、

精
神
的
損
害
を
一
括
で

賠
償
す
る
考
え
は
理
解

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
今

回
の
署
名
活
動
は
、
多

く
の
町
民
の
意
思
の
現

れ
で
あ
る
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
、
引
き
続
き

賠
償
格
差
の
是
正
に
つ

い
て
、
国
、
東
京
電
力
㈱

に
求
め
て
い
く
考
え
で
す
。

問
　浪
江
町
A
D
R
集

団
申
立
で
一
律
五
万
円

増
額
の
和
解
案
が
提
示

さ
れ
た
が
、
今
後
の
町

の
対
応
は
。

答
　町
長

　多
く
の
被

害
者
に
共
通
す
る
損
害

で
あ
り
、
賠
償
が
平
等

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
指

針
見
直
し
と
早
期
支
払

い
を
国
、
東
京
電
力
㈱

に
対
し
て
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　町
が
支
援
弁
護
団

を
結
成
し
、
一
律
賠
償
格

差
是
正
を
求
め
る
A
D
R

を
行
な
う
考
え
は
。

　

答
　産
業
振
興
課
長

　

　町
で
は
精
神
的
賠
償

に
つ
い
て
は
被
害
者
全
て

が
平
等
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
指

針
へ
盛
込
み
、
指
針
に
基

づ
き
賠
償
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

賠
償
の
格
差
是
正
を

　

 

町
民
有
志
の
署
名
活
動
を

　

 

重
く
受
け
と
め
る

問答

集めた署名を町長に手渡す
渡辺和則氏

日日日日日日頃頃頃頃頃頃のののののの思思思思思思いいいいいいをををををを言言言言言言葉葉葉葉葉葉にににににに
～～ 自自自自自自治治治治治治会会会会会会ととととととのののののの意意意意意意見見見見見見交交交交交交換換換換換換会会会会会会 ～～

日頃の思いを言葉に
～ 自治会との意見交換会 ～

とみおか議会だより 179号17

富岡町議会は７月、県内に点在する仮設住宅及び借り上げ住宅の自治会と意
見交換会を行ないました。
各会場ともたくさんの町民が来場し、長引く避難生活で感じていることやこ
れからの生活に対する不安など、多くの意見を聞くことができました。
議会は、今回の意見交換会で拝聴した意見を、少しでも町政に反映できるよ
うに活動していきます。

【
浪
江
町
A
D
R
問
題
】

住

　富
岡
町
も
浪
江
町
の

よ
う
に
A
D
R
に
賠
償
増
額

を
申
し
立
て
る
べ
き
で
は
。

議

　既
に
浪
江
町
の
申
し

立
て
に
よ
っ
て
、
賠
償
増
額

の
和
解
案
が
提
示
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
和
解
案
を

水
平
展
開
で
き
る
よ
う
に

指
針
に
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
活
動
を
行
な
う
こ
と
が

得
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
第
二
次
復
興
計
画
】

住

第
二
次
復
興
計
画

は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

る
の
か
。

議

　コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
主

導
で
は
な
く
、
富
岡
町
の

将
来
を
真
剣
に
考
え
る
町

民
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
現

実
的
な
実
の
あ
る
計
画
に

な
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

【
固
定
資
産
税
の
課
税
】

住

　帰
町
後
の
固
定
資
産

税
は
ど
う
な
る
か
。

議

　避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
れ
ば
課
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
路
線
価

の
見
直
し
も
含
め
て
町
が

最
終
的
な
課
税
決
定
を
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
震

災
前
と
同
じ
よ
う
な
税
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
働

き
か
け
ま
す
。

【
仮
設
住
宅
の
居
住
期
限
】

住

　仮
設
住
宅
に
は
い
つ

ま
で
住
め
る
の
か
。

議

　現
在
確
定
し
て
い
る

の
は
、
平
成
28
年
３
月
ま

で
で
す
。
そ
れ
以
降
は
、

県
の
復
興
公
営
住
宅
の
整

備
状
況
に
よ
り
、
延
長
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
富
岡
町
の
現
状
】

住

　最
近
の
富
岡
町
は

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
回
数
も
減
っ
て
き
て

い
る
気
が
す
る
が
、
現
状

は
ど
う
な
の
か
。

議

　墓
地
や
道
路
の
整

備
、
川
北
地
区
の
下
水
道

工
事
、
深
谷
の
下
水
処
理

場
の
復
旧
な
ど
、
マ
ス
コ

ミ
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
確
実
に
復

旧
・
復
興
は
進
ん
で
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　富
岡
に
一
時
立
入
を
し

た
際
に
は
町
内
を
見
回
し

て
い
た
だ
い
て
、
復
旧
に

向
け
て
進
ん
で
い
る
こ
と

を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

これからの希望や不安を話し合う
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総務常任委員会

り災家屋調査の状況は？

現在は申し込んでから
３カ月待ちの状況です。
７月から２班体制で取
り組み、速やかな調査
ができるよう対応します。

【税務課】

Q

A

いわき市に
建設する新たな多目的施設の
部屋を貸し出す考えは。

空いている時間は貸し出します。

高齢者サポートセンターとして利用する
考えは。

社協と連携して、取り組みを検討します。

【総務課】【いわき支所】【健康福祉課】

Q

Q

A

A

新たに購入予定の線量計の
性能は。

充電しなくても、本体を表示
器に差し込むだけで１年間の
積算線量が確認できます。
空間線量は測れません。

【健康福祉課】

Q

A

第二次復興計画の進め方は。

７月にワークショップの
メンバーを公募します。
その後数回の検討会を開催し、
来年３月頃には内容を固めたい
と考えています。

【企画課】 　　　

Q

A

  議案などを事前に審査したり、
  などを調査する場です。
  た主な事業について報告します。

  議案などを事前に審査したり、
  などを調査する場です。
  た主な事業について報告します。

とみおか議会だより 179号 1818

産業復興常任委員会

家屋解体時、家に
残っているものは処分してくれるのか。

一括して搬出・処分してもらえます。

庭の立木処分は。

伐採希望があれば、撤去し
てもらえるよう強く要望し
ます。

【復興推進課】

Q

A

ガソリンや灯油の処分方法は。

灯油・軽油・重油・廃油については、田中
スタンドに持ち込んでいただければ処分
できます。
ガソリンは揮発性が高いので処分でき
ません。今後環境省と処分方法につい
て協議し、決定次第お知らせ
します。

【生活環境課】

Q

A

Q

A
農地の除染方法は。

表土を５cm程度削り
取り、客土を行ない
ます。

【復興推進課】

Q

A

初めてサロンに来所した
方に対する職員の心配り
が大切では。

職員のきめ細やかな対応を
充実させ、居心地の良い
雰囲気作りに努めます。

【生活支援課】

Q

A

  常任委員会とは、本会議前に   
   各課の事務の執行状況   

それぞれの常任委員会が調査し   

  常任委員会とは、本会議前に   
   各課の事務の執行状況   

それぞれの常任委員会が調査し   
とみおか議会だより 179号19
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子どもたちの
声を町政に
～学校訪問～

平成26年５月14日に総務常任委員会を富岡町立小中学校三春校内で開催し、
各学校の教育状況等の調査を行ないました。

先
生
の
声

【
習
熟
度
別
授
業
】

　学
ぶ
生
徒
が
小
人
数

で
あ
る
こ
と
、
十
分
な

教
職
員
が
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
強
み
に
、

各
科
目
を
複
数
の
教
師

で
教
え
る
こ
と
や
、
習

熟
度
別
に
教
え
る
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
に
よ
り
生
徒
ひ
と

り
ひ
と
り
が
理
解
で
き
る

ま
で
教
え
る
教
育
を
実

践
し
、
個
々
の
習
熟
度
を

高
め
る
こ
と
に
最
大
限
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

【
競
技
会
へ
の
参
加
】

　運
動
す
る
機
会
の
減

少
に
よ
り
、
体
力
の
低

下
が
顕
著
な
た
め
、
毎

時
間
３
分
間
の
持
久
走

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

保
健
体
育
の
授
業
内
容

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
相
双
地
区
陸

上
競
技
会
の
参
加
や
持

久
走
大
会
、
な
わ
と
び

大
会
な
ど
を
企
画
す
る

こ
と
で
、
生
徒
の
競
争

心
を
か
き
た
て
な
が
ら

自
発
的
に
運
動
に
向
か

わ
せ
る
よ
う
な
方
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
心
を
育
て
る
教
育
】

　少
人
数
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
他
と
の
関
わ
り

が
少
な
い
の
で
、
社
会

性
や
協
調
性
が
育
ま
れ

に
く
い
状
況
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　今
後
は
様
々
な
年
代
、

地
域
の
方
と
の
交
流
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
心
を
育
て
る
教
育
を

実
践
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
の
声

【
嬉
し
さ
と
悲
し
さ
】

　富
岡
に
い
た
時
か
ら

の
幼
な
じ
み
と
一
緒
に

学
校
生
活
を
送
れ
る
こ

と
は
嬉
し
い
で
す
。
た

だ
、
生
徒
数
が
少
な
い

か
ら
部
活
も
で
き
な
い

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難

先
も
遠
く
離
れ
て
い
る

の
で
、
あ
ま
り
一
緒
に
遊

べ
な
い
の
は
悲
し
い
で
す
。

提

　
　言

【
バ
ス
運
行
の
見
直
し
】

　部
活
動
が
で
き
な
い

理
由
は
人
数
的
な
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

生
徒
た
ち
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
通
学
し
て
い
る

た
め
に
決
め
ら
れ
た
早

い
時
間
に
下
校
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

障
害
と
な
っ
て
い
る
。

　今
後
、
生
徒
や
保
護

者
と
相
談
し
な
が
ら
、

下
校
時
刻
を
選
択
で
き

る
よ
う
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
体
制
も
検
討
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
保
護
者
と
の
関
係
強
化
】

　家
庭
訪
問
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行

な
い
、
保
護

者
と
の
関
係

を
よ
り
深
め

る
方
策
が
必

要
と
考
え
る
。

授業参観

給食を一緒に

とみおか議会だより 179号21

現地視察レポート
福島第一・

第二原子力発電所

　原発事故から３年２カ月余りが経過
した平成26年５月22日、原子力発電
所等に関する特別委員会は福島第一・
第二原子力発電所を現地視察しました。
　事故収束に向けての取り組みには
一定の進捗は見られるものの、使用済
燃料の取り出しや汚染水の処理など、
まだまだ問題は山積しており、予断を
許さない状況が続いています。

【視察のポイント】
　第一原発の原子炉建屋付近及び免震重要棟の作業状況と第二原発の非常時におけるガスタービン発
電機車による電力供給体制を確認しました。
　また、使用済み燃料プールからの燃料の取り出し状況とALPSの稼働状況、汚染水を建屋付近に近づ
けさせないための凍土遮水壁の建設状況の説明を受けました。

【
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
の
安
定
し
た
稼
働
を
】

　ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性

物
質
を
除
去
で
き
る
装
置

（
A
L
P
S
）の
稼
働
が
不
安
定

だ
と
聞
い
て
い
る
。

　万
が
一
の
漏
水
に
備
え
て
、

今
あ
る
汚
染
水
を
A
L
P
S
で

処
理
し
た
水
に
置
き
換
え
る
た

め
に
、
安
定
し
た
稼
働
の
継
続

を
要
求
す
る
。

【
作
業
員
の
士
気
を
保
つ
対
策
を
】

　作
業
員
の
た
め
の
休
憩
所
を

建
設
中
と
い
う
こ
と
で
、
肉
体

的
、
精
神
的
な
安
ら
ぎ
の
場
が

で
き
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
感
じ

て
い
る
。

　廃
炉
に
向
け
た
作
業
は
長
く

険
し
い
道
の
り
で
あ
る
の
で
、

作
業
員
の
体
調
管
理
や
士
気
の

維
持
に
は
、
さ
ら
に
万
全
の
対

策
を
講
じ
る
よ
う
要
求
す
る
。

【
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
車
の
定
期
点
検
を
】

　ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
車
の
冷
却
装

置
稼
働
試
験
が
成
功
し
た
と
い

う
こ
と
で
安
堵
し
て
い
る
。

　今
後
も
運
転
試
験
を
定
期
的

に
行
な
う
と
と
も
に
、
複
数
の

作
業
員
が
運
転
で
き
る
体
制
の

構
築
を
要
求
す
る
。

原子炉建屋周囲に設置される凍土遮水壁

高台に配備されたガスタービン発電機車

東
京
電
力
へ
の
要
求
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問
　相
当
期
間
に
は
個

人
差
が
あ
る
の
で
は
。

答
　資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　年
齢
層
や
地
域
に

よ
っ
て
個
人
差
が
あ
る
の

は
理
解
し
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
指
針
の
中
で
、

避
難
の
解
除
が
な
さ
れ
た

後
、
相
当
期
間
経
過
後

は
賠
償
の
対
象
と
な
ら
な

い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
以

上
、
あ
る
一
定
の
目
安
は

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　原
子
力
損
害
の
相
当

期
間
の
判
定
に
関
し
て
、

裁
判
官
含
め
、
法
律
の
専

門
家
の
意
見
を
も
と
に
決

め
ら
れ
た
目
安
が
１
年
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

問
　道
路
を
挟
ん
で
帰

還
困
難
区
域
と
居
住
制

限
区
域
と
が
分
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
場
合
、

居
住
制
限
区
域
側
に
住

む
住
民
は
完
全
に
一
括

賠
償
の
対
象
外
か
。

答
　資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　住
居
が
帰
還
困
難
区

域
と
居
住
制
限
区
域
の

境
近
辺
に
あ
る
場
合
は
、

柔
軟
に
対
応
す
る
と
指

針
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　家
の
敷
地
が
1
年
間

で
50
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

超
え
て
い
て
、
帰
還
困

難
区
域
外
と
い
う
方
に

つ
い
て
は
、
個
別
に
対
応

し
ま
す
。

問
　一
括
賠
償
の
有
無

で
生
活
再
建
時
期
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
が
。

答
　資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　あ
く
ま
で
も
長
期
間

帰
還
で
き
な
い
こ
と
へ
の

精
神
的
慰
謝
料
と
し
て

支
払
う
の
で
、
解
除
時

期
の
延
長
に
伴
う
形
で

支
払
わ
れ
る
も
の
だ
と
い

う
考
え
で
す
。

　帰
還
困
難
区
域
の
方

は
長
期
間
帰
還
で
き
な

い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た

め
に
、
一
括
で
お
支
払
い

す
る
も
の
で
す
。

将来分も含めた一括慰謝料
長期間にわたり帰還の
見通しが立たない方

（帰還困難区域に居住していた方）

精神的損害賠償として
将来分も含めて一人当たり
700万円を一括賠償

帰
還
困
難
区
域
以
外
の
一
括
賠
償
の
考
え
は

問
従
来
の
精
神
的
賠
償
が
継
続
す
る
形
と
な
る

答

相
当
期
間
は
ど
の
よ
う
に
決
め
た
の
か

問
法
律
の
専
門
家
の
意
見
を
も
と
に
決
定

答
相当期間（１年間）の設定
避難指示解除後１年間は精神的損害や避難費用の賠償を継続
●避難生活が長期にわたり、帰還するには相当の準備期間が必要なこと
●学校や仕事の都合上、生活の節目となる時期に帰還することが合理的で
あること

●解除については、県・市町村及び住民と十分な
　協議を行なう必要があること
●住民としても解除時期を予想して、解除前から
　ある程度帰還のために準備できること
以上の条件を考慮した上で、「１年間」を当面の目安とする
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　平
成
26
年
４
月
７
日

に
開
催
し
た
特
別
委
員

会
で
、
東
電
の
原
発
事

故
に
伴
う
損
害
に
対
す

る
追
加
賠
償
に
つ
い
て
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

問
　今
回
の
住
宅
確
保

損
害
賠
償
が
示
さ
れ
る

前
に
、
上
限
に
満
た
な

い
土
地
を
購
入
し
た
方

に
対
す
る
救
済
措
置
は
。

答
　資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　上
限
に
達
し
て
い
な
い

場
合
は
、
追
加
で
購
入

し
た
土
地
に
つ
い
て
は
賠

償
の
対
象
に
な
り
ま
す

が
、
購
入
し
た
も
の
と
し

て
上
限
ま
で
賠
償
す
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
　地
価
の
値
上
が
り

や
資
材
の
高
騰
に
対
す

る
配
慮
は
。

答
　資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　実
情
と
極
端
に
か
い

離
す
る
場
合
に
は
、
指

針
の
見
直
し
を
検
討
し

ま
す
。

問
　震
災
前
、
同
居
し

て
い
た
親
と
子
の
世
帯

が
別
居
し
た
場
合
の
、

子
の
世
帯
分
の
賠
償
は
。

答
　資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　当
該
家
に
上
限
額
を

定
め
て
、
世
帯
間
で
分

け
て
も
ら
う
と
い
う
考

え
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

世
帯
状
況
を
考
慮
し
、

個
別
対
応
が
可
能
か
ど

う
か
検
討
し
ま
す
。

問
　今
回
示
さ
れ
た
住

宅
確
保
損
害
賠
償
の
適

用
時
期
は
。

答
　資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　事
故
直
後
か
ら
で
す
。

　既
に
移
住
先
で
住
宅

を
買
わ
れ
た
方
は
確
定

額
で
の
賠
償
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
当
面
の
間
、
建

て
替
え
の
期
限
を
も
う
け

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　同
一
敷
地
内
で
地

番
が
異
な
る
建
物
の
賠

償
は
。

答
　資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　原
則
的
に
は
地
番
が

別
で
あ
れ
ば
別
宅
扱
い
に

な
り
ま
す
が
、
実
際
の

事
例
を
検
証
し
、
今
後

の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

原発等
特別委員会

コ
コ
を
質
問

コ
コ
を
質
問

コ
コ

を
質

コココココココココ
コココココココココココココココ
コ
をををををををを
質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質質質質質
問

住宅確保のための損害賠償
≪持ち家の方≫
　移住の際の住宅・宅地の購入費用や帰還する際の建替え・修繕費用を賠償
　　※見積り段階での負担前の賠償も可能
　　※賠償金額の上限あり

≪借家の方≫
　移住・帰還する先での新たな住居を確保する費用を賠償
　　・礼金等の一時金相当額
　　・新たな借家と従前の借家の家賃差額相当額（８年分）

移
住
に
関
す
る「
合
理
的
な
理
由
」の
確
認
方
法
は

問
特
別
な
書
類
等
の
審
査
は
な
く
自
己
申
告

答



■
発
行
／
富
岡
町
議
会

　
　
■
編
集
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富
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町
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
■
富
岡
町
公
式
ホ
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ム
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ー
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災
害
版
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■
印
刷
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刷
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議
会
だ
よ
り

と
み
お
か
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〒970-8026
いわき市平字童子町4－18
いわき建設会館５階　わたなべ法律事務所内
　　　　☎0246-88-1818
　　　　　090-4045-8656連絡先

編  

集  

後  

記

発
行
責
任
者

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長 

高
野

　泰

副
委
員
長 

堀
本
典
明

委

　員 

早
川
恒
久

委

　員 

遠
藤
一
善

委

　員 

山
本
育
男

委

　員 

渡
辺
英
博

議

　長 

塚
野
芳
美

富岡町 で

ととととととととととここここここここよよよよよよつつつつよよよよち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつ

　富岡町の司法書士の渡辺和則です。避難後はいわき市で仮事
務所を設けております。
　今回の富岡町民全員一律賠償を求める活動については、富岡
町で法律を生業としてきた者として、今富岡町史上最大の法律
問題が発生し、多くの町民が苦悩する姿を目の前にし、何か動
かねばという一心で始めたものです。
　平成25年３月25日富岡町は町民全員一律賠償を前提に区域
再編を受け入れました。しかし、現在その約束が反故にされる
形で区域によって賠償の差が生じ、住民の分断が進んでいます。
この政府の一方的な区域割りによって、町民の分断と富岡町の諦めの歴史を残してはなり
ません。今こそ町と町民が一体となって、この一律賠償を根気強く主張し続けなければな
らない時だと思っています。
　皆様どうかご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。

※署名用紙はこちらからダウンロードできます。
http：//www.watanabe-houmu.net/

富岡町民全員一律賠償を求める会
代表　司法書士　渡辺　和則

渡辺  和則氏

謹んでお悔やみ
申し上げます

故遠藤勝也様のご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申し上げますとともに、
心からご冥福をお祈りいたします。

富岡町議会議員（在職期間 昭和63年３月31日～平成９年６月17日）
富岡町町長　　（在職期間 平成９年８月６日～平成25年８月５日）

　暑
さ
厳
し
き
折
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　表
紙
の
写
真
は
富
岡
一
小
、

二
小
の
運
動
会
の
様
子
で
す
。

今
年
は
、
震
災
後
初
め
て
屋
外

で
開
催
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

が
元
気
い
っ
ぱ
い
な
姿
で
走
り

回
る
姿
を
見
て
、
富
岡
で
の
運

動
会
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　町
も
よ
う
や
く
本
格
除
染
が

始
ま
り
、
復
旧
が
目
に
見
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
号
で

は
、
特
集
で
管
理
型
処
分
場
計

画
の
国
と
町
と
の
議
論
内
容
を

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　今
後
も
議
会
の
様
子
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

 

（
早
川

　恒
久
）




